
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

妙は唯その人に存す : 妙幢浄慧ノート

西田, 耕三

https://doi.org/10.15017/4755943

出版情報：雅俗. 1, pp.145-164, 1994-02-28. 雅俗の会
バージョン：
権利関係：



黄
槃
僧
妙
笹
浄
慧
は
四
宗
兼
学
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
三
教
共
存
を
志
向
し
、
詩
を
愛
し
、
幅
広
く
明
快
な
思
考
を
好
ん
だ
人
で
も
あ
っ

た
。
慶
安
頃
（
一
六
五

0
年
前
後
）
に
生
ま
れ
、
享
保
九
年
(
-
七
二
四
年
）
の
頃
没
し
た
。
そ
の
事
蹟
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
前
稿
に
記
し
た
。

妙
憧
浄
慧
は
思
想
的
に
何
か
を
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
和
漠
古
今
の
書
物
に
触
れ
、
自
ら
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
受

容
し
続
け
、
啓
蒙
教
化
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
受
容
と
教
化
の
情
熱
を
支
え
る
最
も
根
本
的
な
認
識
が
、
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
と
い
う
こ
と

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
り
結
論
で
あ
る
。

『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
二
（
以
下
巻
数
の
み
の
表
示
の
場
合
は
『
儒
釈
雑
記
』
を
さ
す
）
で
、
浄
慧
は
、
程
伊
川
や
朱
子
の
い
わ
ゆ
る
儒
者
の

学
、
詞
章
の
学
、
訓
詰
の
学
の
三
等
の
別
を
承
け
、
さ
ら
に
、
朱
子
の
説
、
『
古
今
源
流
至
論
』
「
方
言
」
や
『
篇
海
類
編
』
等
を
援
用
し
つ
つ
、

儒
者
の
学
の
み
な
ら
ず
、
詞
章
の
学
、
訓
詰
の
学
も
ま
た
究
め
る
に
困
難
な
道
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
そ
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

マ
ト
ヒ

幻
（
妙
撞
浄
慧
の
こ
と
）
試
二
其
文
字
ノ
尊
キ
所
以
ヲ
発
揮
ス
ル
ニ
、
則
謂
ル
貫
道
ノ
器
ニ
シ
テ
、
而
モ
能
ク
人
ヲ
シ
テ
惑
ヲ
解
、
ソ
テ
智
ヲ

益
シ
、
邪
ヲ
弁
シ
デ
正
二
入
レ
シ
ム
ル
カ
故
ノ
ミ
。
若
シ
徒
ツ
ラ
ニ
空
文
ヲ
翫
ヒ
、
僻
サ
マ
ニ
訓
貼
ヲ
執
セ
ハ
、
則
釈
門
二
文
字
ノ
法
師
卜

指
サ
ヽ
レ
、
儒
家
二
訓
詰
ノ
学
卜
言
ハ
ル
ヽ
コ
ト
、
亦
宜
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
何
二
況
ヤ
無
益
不
経
ノ
文
字
訓
詰
ヲ
綴
テ
、
以
テ
他
ノ
妄
意
ヲ
起
シ

文

字

妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
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妙
撞
浄
懇
ノ
ー
ト
ー
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ケ

フ

カ

ソ

テ
邪
坑
二
陥
入
セ
シ
ム
ル
者
ヲ
ヤ
。
文
章
訓
詰
本
卜
是
レ
無
心
、
得
失
尊
卑
ヲ
論
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
、
則
只
其
人
二
存
ス
ル
ノ
ミ
。
文
字
登
二

咎
力
有
ソ
ヤ
（
原
訓
点
付
漢
文
、
以
下
同
。
『
儒
釈
雑
記
』
の
引
用
は
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
）
。

「
邪
ヲ
弁
シ
テ
正
二
入
レ
シ
ム
ル
」
の
が
「
文
字
ノ
尊
キ
所
以
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
、
「
文
字
ノ
法
師
」
と
そ
し
ら
れ
、
「
訓
詰
ノ
学
」

と
言
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
「
尊
キ
所
以
」
を
損
な
う
時
で
あ
る
。
文
字
自
体
に
咎
は
な
く
、
文
字
訓
貼
の
得
失
尊
卑
は
す
べ
て
そ
れ

を
用
い
る
人
に
依
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

、

こ
の
考
え
に
は
文
字
の
徳
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
浄
懇
は
続
け
て
、
字
学
の
書
目
を
あ
げ
、
字
書
の
功
徳
を
述
べ
、
字
紙
の
大
切
さ
を
説
き
、

そ
の
あ
と
で
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

当
サ
ニ
知
ル
ベ
シ
、
文
字
ノ
最
モ
尊
重
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
。
為
二
少
年
二
報
、
ソ
テ
道
フ
、
文
字
ハ
是
レ
糟
粕
卜
説
キ
、
文
字
ハ
是
レ
空
器
卜
説

ヵ
A
ワ

キ
、
或
ハ
漫
リ
ニ
不
立
文
字
何
ソ
文
字
二
拘
ラ
ソ
ト
説
ク
等
ハ
、
猶
ヲ
未
ダ
晩
カ
ラ
ズ
。

若
シ
釈
教
ヲ
以
之
ヲ
論
ス
ル
ニ
、
文
字
ノ
性
空
ナ
ル
ニ
達
ス
ル
ト
キ
ハ
、
則
即
解
脱
ヲ
得
ソ
モ
亦
未
ダ
料
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
何
ノ
嫌
コ
ト
カ
之

レ
有
ソ
゜

学
問
に
と
っ
て
文
字
は
不
可
欠
な
の
で
あ
る
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
文
字
は
「
糟
粕
」
「
空
器
」
と
言
い
、
「
不
立
文
字
」
を
説
く
こ
と
は
、
特

に
少
年
に
対
し
て
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
字
の
性
が
空
で
あ
る
と
認
知
し
た
時
は
す
で
に
解
脱
し
た
と
同
じ
こ
と
、
そ
の
前
に
文
字
を

嫌
う
こ
と
は
な
い
。
浄
惹
は
巻
一
で
、
文
字
言
語
の
重
要
さ
を
主
張
し
た
隠
元
の
『
三
籟
集
』
序
（
万
治
三
年
）
を
引
き
、
さ
ら
に
、
寂
音
（
慧

洪
覚
範
）
『
石
門
文
字
禅
』
に
叙
し
た
達
観
尊
者
の
「
蓋
シ
禅
ハ
春
ノ
如
シ
、
文
字
ハ
則
花
ナ
リ
。
春
ノ
花
二
在
ル
、
全
花
是
レ
春
、
花
ノ
春
二

在
ル
、
全
春
是
レ
花
、
而
モ
禅
卜
文
字
ト
ニ
有
リ
ト
曰
ソ
ヤ
。
（
後
略
）
」
を
引
き
、
寂
音
は
謙
に
し
て
「
文
字
禅
」
と
言
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
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文

章

の
詩
章
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
、
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

文
字
の
徳
に
関
す
る
最
も
直
接
的
な
説
明
が
巻
二
に
み
え
る
。
抗
州
永
福
寺
(
-
名
孤
山
寺
）
は
銭
塘
の
湖
心
孤
山
の
上
に
あ
る
が
、
そ
の
寺

の
石
壁
に
沙
門
慧
絞
が
法
華
経
を
刻
み
、
白
居
易
が
刺
史
で
あ
っ
た
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
に
完
成
し
た
。
元
槙
に
そ
の
記
が
あ
る
。
ま
た
、
蘇

州
重
玄
寺
の
石
壁
経
の
碑
は
剌
史
白
居
易
が
銘
を
作
っ
た
。

タ
チ
マ

幻
按
ス
ル
ニ
、
此
レ
等
モ
亦
文
字
語
言
二
非
ズ
ヤ
。
然
ル
ニ
妙
語
ヲ
一
時
二
唱
ヘ
テ
、
乍
チ
不
思
議
ノ
応
ヲ
現
シ
、
金
文
ヲ
万
世
二
勒
シ
テ
、

長
ク
未
曾
有
ノ
縁
ヲ
結
フ
、
古
徳
斉
、
ソ
ク
演
揚
シ
、
先
賢
各
讃
喜
ス
。
一
天
ノ
下
千
載
I
，後
、
未
知
ヲ
知
リ
、
未
聞
ヲ
聞
、
古
ヲ
鑑
ミ
今
ヲ

省
ミ
テ
、
人
ヲ
シ
テ
感
発
セ
シ
ム
ル
者
ハ
、
皆
是
文
字
ノ
賜
モ
ノ
也
。

妙
撞
浄
慧
が
こ
と
さ
ら
に
文
字
の
徳
に
つ
い
て
書
き
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
不
立
文
字
を
標
榜
す
る
禅
の
世
界
に
身
を
お
い
て

い
る
と
い
う
事
情
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
儒
釈
雑
記
』
巻
二
十
二
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
言
辞
が
み
ら
れ
る
。

幻
按
ス
ル
ニ
、
夫
レ
文
字
ノ
自
性
本
卜
離
シ
テ
定
レ
ル
位
無
コ
ト
、
猶
ヲ
シ
言
語
ノ
悪
意
ョ
リ
出
レ
ハ
則
悪
語
卜
為
リ
、
善
心
ョ
リ
出
レ
ハ

則
菩
言
卜
成
ル
カ
ゴ
ト
シ
。

幻
按
ス
ル
ニ
、
古
人
言
教
ヲ
尊
重
、
ソ
文
字
ヲ
珍
敬
ス
ル
ト
、
又
或
ハ
偏
二
文
字
言
句
ノ
ミ
ニ
執
ス
ル
ヲ
呵
ス
ル
ト
、
各
所
以
有
テ
存
ス
、
儒

仏
ノ
典
、
往
々
二
具
サ
ニ
其
ノ
由
ヲ
弁
ス
。
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幻
又
按
ス
ル
ニ
、
周
惇
願
ノ
云
ク
、
文
辞
は
芸
也
、
道
徳
ハ
実
也
、
其
実
ヲ
篤
シ
テ
芸
ナ
ル
者
書
ス
ル
ト
キ
ハ
、
美
ナ
レ
ハ
則
愛
ス
、
愛
ス

レ
ハ
則
伝
フ
、
故
二
曰
フ
、
言
ノ
文
無
キ
ハ
行
ノ
遠
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
。
又
大
明
ノ
李
時
勉
力
曰
、
夫
レ
文
章
ノ
世
二
重
ソ
セ
ラ
ル
ハ
其
人

ヲ
以
也
、
荀
モ
其
人
二
非
ソ
ハ
、
美
ニ
シ
テ
伝
フ
ト
雖
ト
モ
、
反
テ
以
病
ナ
リ
ト
為
ソ
ト
。
此
レ
等
ノ
説
ヲ
以
之
ヲ
観
ト
キ
ハ
、
則
道
徳
ヲ

天
下
後
世
二
伝
ソ
ト
欲
ス
ル
者
ハ
、
文
章
無
ソ
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
又
他
ノ
文
章
二
服
隅
セ
ソ
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
者
ハ
、
道
徳
二
非
ト
キ
ハ
則

可
ナ
ラ
ズ
。

「
文
字
ノ
自
性
本
卜
離
、
ソ
テ
定
レ
ル
位
無
」
と
は
、
さ
き
の
「
文
章
訓
詰
本
卜
是
レ
無
心
」
と
同
じ
言
い
方
。
浄
懇
は
こ
こ
で
文
字
の
「
得
失

尊
卑
ヲ
論
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
、
則
只
其
人
二
存
ス
ル
ノ
ミ
」
と
い
う
事
情
を
、
言
語
（
発
語
・
声
語
）
に
も
み
て
い
る
。
当
然
こ
こ
で
も
、
言
語
の

功
徳
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
浄
慧
は
善
言
の
重
さ
に
言
及
す
る
。
一
言
の
善
言
で
「
徳
ヲ
長
、
ソ
失
ヲ
救
テ
」
終
身
こ
れ
を
行
な
っ
て
君

子
と
な
る
者
が
い
る
。
人
は
二
目
に
よ
づ
て
智
と
な
り
不
智
と
な
る
（
子
貢
）
。
人
に
贈
る
一
言
は
金
石
珠
玉
よ
り
も
重
く
、
人
か
ら
聴
く
ニ
―
―
口

は
鐘
鼓
琴
忍
よ
り
も
楽
し
い
（
荀
子
）
。
一
言
半
句
は
千
金
に
あ
た
る
（
離
騒
）
。
ま
し
て
、
聖
賢
丹
衷
よ
り
の
語
、
如
来
深
慈
の
金
言
に
い
た
っ

て
は
、
と
浄
惹
は
言
い
、
誦
経
の
功
徳
に
つ
な
げ
て
い
く
。

〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
と
い
う
浄
惹
の
認
識
は
、
言
語
、
文
字
、
文
章
を
貫
く
。
く
り
返
せ
ば
、
そ
の
認
識
は
、
言
語
、
文
字
、
文
章
の

価
値
効
力
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
偏
二
文
字
言
句
ノ
ミ
ニ
執
ス
ル
ヲ
呵
ス
ル
」
例
と
し
て
浄
惹
が
あ
げ
て
い
る
「
之
（
文
字
言

句
ー
ー
注
）
ヲ
燻
ム
ト
謂
ト
モ
可
ナ
リ
」
（
李
延
平
）
「
百
万
遍
卜
雖
ト
モ
果
、
ソ
テ
何
ソ
ノ
益
ア
ラ
ソ
ヤ
」
（
張
無
尽
）
は
、
本
当
は
「
不
屑
ノ
教

誨
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
浄
慧
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
「
気
ハ
天
地
ノ
母
也
。
声
卜
気
卜
時
ヲ
同
、
ソ
テ
出
ッ
。
声
有
レ
ハ
即
チ
字
有
リ
。

字
又
声
ノ
子
也
」
（
劉
辰
翁
）
「
文
字
卜
天
地
卜
並
典
ル
」
（
孔
頴
達
）
も
の
で
あ
っ
た
（
以
上
巻
二
十
二
）
。
巻
九
で
浄
慧
は
大
高
坂
芝
山
の
「
文

章
ノ
賦
」
を
引
用
す
る
。
「
日
月
星
河
ハ
鬼
裔
ノ
文
、
山
川
林
沢
ハ
膀
碍
ノ
文
、
丹
霞
白
霧
蘇
リ
光
風
疫
雲
二
殊
ル
、
若
、
ソ
夫
レ
氷
霜
霰
雪
ハ
天

ナ

、

ラ

ソ

レ

ソ

エ

ソ

キ

セ

ソ

パ

イ

ラ

イ

ワ

ウ

ウ

ッ

地
ノ
文
二
匪
ス
ト
云
コ
ト
岡
ク
、
波
瀾
激
詑
ト
シ
テ
水
ノ
文
為
リ
、
光
輝
憫
礫
ス
ル
ハ
火
ノ
紋
為
リ
、
枯
箭
蒻
鬱
ハ
草
木
之
文
、
（
中
略

l
注）
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庶
物
咸
ク
爾
リ
。
詣
ノ
文
靡
、
ソ
ト
道
ハ
ソ
。
顧
テ
伊
ノ
人
ヲ
彫
レ
ハ
、
袈
然
ト
シ
テ
文
ヲ
具
フ
。
言
語
章
有
ル
ハ
五
声
ノ
文
、
容
止
儀
有
ル
ハ
四

体
ノ
文
卜
云
々
」
。
そ
し
て
『
周
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
仰
テ
以
テ
天
文
ヲ
観
、
俯
シ
テ
以
テ
地
理
ヲ
察
ス
」
と
、
「
古
人
」
の
「
天
文
ト
ハ
日
月

星
辰
風
雨
雪
霜
ノ
類
、
天
ノ
文
章
為
ル
者
是
也
」
と
を
媒
介
に
し
て
、
「
季
明
（
芝
山
|
—
注
）
其
説
ヲ
推
シ
広
テ
、
以
テ
人
文
之
二
則
ツ
ト
ル
、

故
二
空
ク
棄
ツ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
明
ス
ノ
ミ
。
其
レ
棄
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
、
既
二
天
地
二
則
ツ
ト
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
ハ
、
即
登
二
不
経
無
益

ノ
文
ヲ
聯
ネ
ソ
ヤ
。
葉
水
心
力
謂
ク
、
文
為
ル
ニ
世
教
二
関
カ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ソ
ハ
、
エ
ト
雖
ト
モ
何
ノ
益
カ
ア
ラ
ソ
ト
。
其
レ
是
ノ
謂
力
。
季
明

力
意
、
蓋
、
ソ
是
ノ
如
シ
」
と
注
す
。
こ
の
壮
大
す
ぎ
る
文
章
の
濫
崩
説
も
、
浄
慧
に
と
っ
て
は
、
「
登
二
不
経
無
益
ノ
文
ヲ
聯
ネ
ソ
ヤ
」
と
い
う

こ
と
の
拠
り
所
と
な
る
。

周
惇
願
と
李
時
勉
の
文
章
は
、
と
も
に
、
『
文
体
明
弁
』
首
巻
の
「
文
章
ノ
網
領
」
中
に
み
え
る
。
お
そ
ら
く
浄
慧
は
『
文
体
明
弁
』
か
ら
採

用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
文
章
と
道
徳
の
相
則
を
理
想
と
す
る
考
え
の
中
で
、
「
文
章
ノ
世
二
重
ソ
セ
ラ
ル
ハ
其
人
ヲ
以
也
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
で
は
、
「
其
人
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
文
章
の
美
が
意
味
を
も
つ
の
は
、
「
其
実
（
道
徳
）
ヲ
篤
シ
テ
芸
（
文
辞
）
ナ
ル
者
」
と

い
う
条
件
を
満
た
し
た
う
え
の
こ
と
で
あ
り
、
「
荀
モ
其
人
二
非
ソ
ハ
、
美
ニ
シ
テ
伝
フ
ト
雖
ト
モ
、
反
テ
以
病
ナ
リ
ト
為
ソ
」
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
、
詮
じ
つ
め
た
と
こ
ろ
「
其
人
」
と
は
「
道
徳
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
其
人
」
の
内
実
が
「
道
徳
」
を
意
味
す
る
以
上
、
「
文
章
ノ
世
ニ

重
ソ
セ
ラ
ル
ハ
其
人
ヲ
以
也
」
は
、
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
「
文
章
」
よ
り
も
「
道
徳
」
を
優
先
す
る
考
え
の
表
明
で
あ
る
。
実
際
、
浄
惹
は
こ

の
引
用
の
疸
後
で
、
「
若
シ
ニ
ノ
者
（
文
章
と
道
徳
）
ヲ
兼
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ソ
ハ
、
則
我
レ
ハ
道
徳
ヲ
執
ソ
ノ
ミ
」
と
言
っ
て
い
る
。

浄
慧
に
と
っ
て
文
章
と
は
、
天
文
地
理
に
則
っ
と
っ
た
人
文
と
い
う
意
味
で
、
本
来
的
に
は
道
徳
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
本
来
的
に
道
徳
で
あ
る

は
ず
の
文
章
が
、
道
徳
を
逸
脱
す
る
か
し
な
い
か
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
用
い
る
人
に
依
る
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
人
と
道
徳

と
文
章
の
関
係
を
、
巻
九
に
記
さ
れ
る
一
節
を
引
い
て
考
え
て
お
こ
う
。

幻
按
ス
ル
ニ
、
荘
子
ノ
寓
言
、
無
ヲ
以
有
卜
為
ス
。
之
ノ
故
二
、
守
敬
篤
行
ノ
学
二
中
ラ
ズ
ト
雖
、
而
レ
ト
モ
其
文
為
ル
ヤ
奇
々
怪
々
、
謂

カ

ウ

コ

ウ

ッ
ク
ウ

ッ
ペ
シ
翰
墨
場
二
横
行
ス
ル
者
ナ
リ
ト
。
復
夕
以
テ
名
ヲ
忘
レ
利
ヲ
軽
、
ソ
、
浩
々
乎
ト
シ
テ
鬱
陶
ヲ
解
散
ス
ル
ニ
足
レ
リ
。
昔
、
ソ
慮
山
ノ
慧
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詩

歌

遠
法
師
実
相
ノ
義
ヲ
説
ク
。
客
有
、
往
復
問
難
シ
テ
弥
疑
昧
ヲ
増
ス
。
師
荘
子
ノ
説
ヲ
引
テ
、
以
テ
相
ヒ
比
類
ス
。
惑
者
釈
然
タ
リ
。
道
安

法
師
之
ヲ
聞
テ
因
テ
許
ル
シ
テ
、
外
典
ヲ
廃
セ
ザ
ラ
シ
ム
ト
云
々
。
道
フ
コ
ト
ヲ
見
ズ
ヤ
、
趙
州
一
日
上
堂
、
ソ
テ
云
ク
、
正
人
邪
法
ヲ
説
ケ

ハ
、
邪
法
悉
ク
皆
ナ
正
ナ
リ
、
邪
人
正
法
ヲ
説
ケ
ハ
、
正
法
悉
ク
皆
邪
ナ
リ
ト
。
又
漠
ノ
牟
子
力
曰
、
書
必
ス
孔
丘
ノ
言
ニ
ア
ラ
ズ
、
薬
必

ス
遍
鵠
力
方
ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
、
義
二
合
フ
者
ニ
ハ
従
ヒ
、
病
ヲ
愈
ス
者
ハ
良
ナ
リ
、
君
子
ハ
博
ク
衆
菩
ヲ
取
テ
、
以
其
ノ
身
ヲ
輔
ク
ト
云
々
。

前
半
、
奇
々
怪
々
た
る
『
荘
子
』
の
文
章
を
使
っ
て
惑
者
を
釈
然
た
ら
し
め
た
慧
遠
の
妙
は
、
後
半
の
「
正
人
」
「
義
二
合
フ
者
」
「
病
ヲ
愈
ス

者
」
の
力
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
慧
遠
の
〈
説
き
方
〉
の
妙
が
〈
そ
の
人
〉
の
妙
と
し
て
顕
揚
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
『
荘
子
』
の
文
章
が
体

系
的
思
想
の
枠
を
越
え
て
作
用
す
る
妙
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
そ
の
人
〉
の
妙
と
〈
文
章
〉
の
妙
が
、
同
じ
働
き
を
な
す
も
の
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
は
、
こ
こ
で
は
同
時
に
〈
妙
は
唯
そ
の
文
章
に
存
す
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
〈
そ
の

人
〉
の
〈
妙
〉
も
〈
文
章
〉
の
〈
妙
〉
も
道
徳
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
〈
妙
〉
と
な
る
。
た
だ
、
三
教
共
存
を
志
向
す
る
浄
慧
に

と
っ
て
、
道
徳
と
は
、
世
教
の
み
な
ら
ず
、
人
の
無
心
で
あ
り
、
天
地
自
然
の
則
で
も
あ
っ
た
。

ソ

ラ

ッ

ゞ

ジ

ウ

ワ

ウ

ケ

ソ

巻
二
十
九
で
、
浄
慧
は
「
歌
書
及
ヒ
和
詞
書
ノ
中
ニ
ハ
、
蛛
網
ノ
空
二
綴
ッ
テ
、
縦
横
舒
巻
、
自
在
ヲ
得
、
鶯
箋
ノ
春
二
奏
シ
テ
、
抑
揚
清
濁
、

妙
典
ヲ
時
ス
ル
ガ
如
キ
、
其
以
テ
観
ツ
ベ
ク
、
以
テ
聴
ク
ベ
ク
シ
テ
、
人
ヲ
シ
テ
典
起
感
セ
シ
ム
ル
者
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ズ
」
と
述
べ
て
、
万
葉
集
、

二
十
一
代
集
の
メ
モ
を
記
し
、
二
十
一
代
集
を
「
支
那
歴
代
ノ
詩
集
」
と
同
じ
と
言
い
、
さ
ら
に
、
夫
木
集
、
新
葉
集
、
長
秋
詠
草
、
月
清
集
、

拾
玉
集
、
山
家
集
、
拾
遺
愚
草
、
員
外
雑
歌
、
壬
二
集
、
八
雲
御
紗
、
和
歌
無
底
紗
、
奥
儀
紗
の
名
を
あ
げ
、
そ
し
て
、
古
今
六
帖
、
歌
枕
名
寄
、

歌
林
良
材
、
井
蛙
紗
、
愚
問
賢
註
の
類
の
如
き
は
、
と
言
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

7
セ

ケ

フ

ァ

イ

シ

フ

シ
ソ

ソ

ク

タ

ゞ

皆
是
歌
雅
ノ
狭
陰
ヲ
補
絹
シ
、
言
路
ノ
葵
塞
ヲ
開
通
ス
。
登
二
翅
目
ヲ
遊
シ
メ
、
懐
ヲ
駒
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ソ
ヤ
。
其
邪
ヲ
閑
ギ
正
ヲ
養
テ
、
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其
思
ヲ
シ
テ
邪
、
ソ
マ
無
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
、
是
乃
、
ソ
和
歌
者
流
ノ
宗
ト
ス
ル
所
也
。
然
レ
ハ
則
和
歌
ノ
帰
ス
ル
所
、
正
誠
二
非
ス
ト
言
コ
ト
ヲ

得
ソ
ヤ
。
既
二
是
レ
正
誠
ナ
リ
、
之
ノ
故
二
其
ノ
係
ル
所
最
ト
モ
大
ナ
リ
。
謂
ク
、
仏
二
、
神
二
、
世
二
、
或
ハ
歌
頌
讃
嘆
卜
為
リ
、
或
ハ

幣
礼
祭
文
二
擬
ス
。
其
ノ
君
臣
朋
友
ノ
際
タ
ニ
於
ル
ヤ
、
則
蔵
卜
為
リ
、
賞
卜
為
リ
、
忠
枕
ヲ
標
、
ソ
、
風
諌
ヲ
献
ス
。
以
至
花
ノ
宴
川
ノ
遊

二
悶
ヲ
撥
ヒ
、
交
リ
ヲ
和
ク
。
其
世
教
ヲ
輔
ケ
、
人
心
ヲ
感
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
條
陳
ス
ル
ニ
暇
ァ
ラ
ズ
。
（
後
略
）

こ
れ
ゆ

「
思
無
邪
」
「
正
誠
」
は
浄
慧
の
道
徳
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
思
無
邪
」
は
、
『
詩
経
』
魯
頌
駒
篇
「
思
ヒ
邪
無
シ
、
馬
斯
狙
カ
ソ
コ
ト
ヲ

思
フ
」
、
『
論
語
』
為
政
篇
「
詩
三
百
、
ニ
―
―
口
以
テ
之
ヲ
蔽
フ
、
日
ク
思
ヒ
邪
ナ
シ
」
以
来
、
詩
の
徳
で
も
あ
っ
た
。
浄
懇
も
『
儒
釈
雑
記
』
で

た
び
／
＼
こ
の
語
を
使
っ
て
い
る
し
、
播
州
宝
地
院
の
一
雨
公
の
『
法
華
略
和
集
』
に
寄
せ
た
叙
で
も
使
っ
て
い
る
（
宝
永
五
年
）
0

．
そ
し
て
こ

ヒ

ナ

カ

ダ

チ

の
「
思
無
邪
」
「
正
誠
」
は
浄
慧
に
と
っ
て
仏
、
神
、
儒
に
通
じ
る
道
徳
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
詩
歌
は
そ
の
一
方
で
「
淫
愛
非
礼
ノ
媒
卜
成
リ
」

ハ
ウ

デ

ウ

キ

ゴ

モ

テ

ア

ソ

「
謗
嘲
綺
語
ノ
翫
ビ
ト
作
ル
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
或
ヒ
ト
ノ
云
ク
、
夫
レ
歌
、
読
マ
ズ
ソ
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
、
亦
夕
浪
リ
ニ
読
ム
ベ
カ

ラ
ズ
ト
云
者
ハ
、
此
レ
斯
ノ
謂
ヒ
敷
」
と
浄
慧
は
続
け
る
。
歌
は
「
読
マ
ズ
ソ
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
、
亦
夕
浪
リ
ニ
読
ム
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
、
さ

き
に
大
高
坂
芝
山
の
文
章
観
を
引
い
て
、
文
章
は
「
空
ク
棄
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
」
「
登
二
不
経
無
益
ノ
文
ヲ
聯
ネ
ソ
ヤ
」
と
述
べ
た
言
い
方

と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
す
で
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
に
違
い
な
い
こ
の
詩
歌
観
を
、
浄
惹
は
ど
こ
へ
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
〈
妙
は
唯
そ
の
人

に
存
す
〉
に
で
あ
る
。
い
ま
引
い
た
部
分
の
末
尾
の
割
注
で
、
「
古
人
已
二
詳
二
評
論
有
。
故
二
且
ク
壱
ヲ
閣
ク
。
且
ツ
初
巻
二
詩
卜
併
テ
略
、
ソ

テ
弁
ス
ル
カ
如
、
ソ
」
と
浄
慧
は
言
う
。
た
し
か
に
『
儒
釈
雑
記
』
巻
一
冒
頭
に
も
詩
歌
に
対
す
る
浄
惹
の
基
本
的
な
考
え
が
示
さ
れ
て
い
た
。
前

稿
の
末
尾
で
要
約
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
具
体
的
な
事
例
は
省
略
す
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

熟
惟
ミ
レ
ハ
、
文
章
詩
歌
、
変
体
百
出
、
虚
実
多
端
ナ
リ
。
胡
ソ
予
メ
其
ノ
得
失
ヲ
定
ソ
。
之
ヲ
用
ル
ノ
妙
、
祗
其
ノ
人
二
存
ス
ル
ノ
ミ
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と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
人
が
か
か
わ
り
、
実
際
に
文
章
詩
歌
が
発
現
し
、
作
用
す
る
場
を
措
い
て
、
一
般
的
に
文
章
詩
歌
そ
の
も
の
の
得
失

を
論
ず
る
こ
と
は
無
意
味
に
近
い
、
と
浄
惹
は
言
っ
て
い
る
。
文
章
詩
歌
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
た
浄
惹
に
と
っ
て
、
伊
藤
仁
斎

の
「
詩
説
」
は
共
感
で
き
る
考
え
で
あ
っ
た
。
巻
三
十
で
「
詩
説
」
を
略
出
し
て
い
る
。
は
じ
め
の
部
分
を
引
い
て
お
こ
う
。

詩
之
一
経
ハ
、
聖
人
遊
戯
三
昧
ノ
書
也
。
其
言
始
ヨ
リ
定
義
無
ク
、
其
義
初
ヨ
リ
定
準
無
シ
。
流
通
変
動
、
千
彙
万
態
、
之
ヲ
抱
シ
テ
愈
端

キ
ズ
、
之
ヲ
叩
ク
ニ
愈
窮
リ
無
シ
。
高
キ
者
ハ
之
ヲ
見
テ
之
力
為
メ
ニ
高
ク
、
卑
キ
者
ハ
之
ヲ
見
テ
之
力
為
二
卑
シ
。
以
テ
典
ル
ベ
ク
、
以

テ
観
ツ
ベ
ク
、
以
テ
群
シ
ッ
ベ
ク
、
以
怨
ミ
ッ
ベ
シ
。
所
謂
ル
横
二
看
レ
ハ
嶺
卜
成
リ
、
直
二
看
レ
ハ
峯
卜
成
ル
。
各
、
人
ノ
見
趣
二
従
フ
。

此
レ
詩
ノ
妙
也
。

仁
斎
も
、
詩
は
定
義
・
定
準
な
く
、
そ
れ
を
見
、
用
い
る
人
に
依
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
詩
の
妙
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

「
維
禎
ガ
詩
説
頗
ル
得
ル
所
多
、
ソ
」
（
巻
三
十
）
と
浄
惹
が
言
う
所
以
で
あ
る
。

浄
惹
は
詩
の
徳
は
「
思
無
邪
」
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
「
思
無
邪
」
は
究
極
の
詩
の
徳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
具
体
的
な
詩
論

が
存
在
す
る
余
地
は
あ
っ
た
。
「
詩
説
」
を
引
用
し
た
あ
と
、
他
人
の
詩
論
に
託
し
て
、
浄
慧
は
自
ら
の
詩
観
を
示
し
て
い
る
。

聖
人
、
人
心
ヲ
感
、
ソ
テ
天
下
和
平
ナ
リ
。
人
心
ヲ
感
シ
タ
ル
者
ハ
、
情
ョ
リ
先
ナ
ル
ハ
葵
シ
。
言
ヨ
リ
始
ナ
ル
ハ
莫
シ
。
声
ヨ
リ
切
ナ
ル
ハ

莫
ク
、
文
ョ
リ
深
ハ
奨
シ
。
故
二
詩
ハ
和
平
ヲ
貴
フ
。
人
ヲ
シ
テ
暁
、
ソ
易
カ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
。
温
柔
敦
厚
ハ
詩
ノ
本
教
也
。
（
劉
萬
錫
）

ヘ
ソ
ア
イ

詩
ハ
以
テ
人
ノ
性
情
ヲ
観
ル
ペ
シ
。
情
性
福
陰
ナ
ル
者
ハ
、
其
詞
躁
二
、
寛
祐
ナ
ル
者
ハ
、
其
詞
平
二
、
端
靖
ナ
ル
者
ハ
、
其
詞
雅
ナ
リ
、

硫
瞭
ナ
ル
者
ハ
、
其
詞
逸
ナ
リ
、
雄
偉
ナ
ル
者
ハ
、
ソ
ノ
詞
壮
ナ
リ
、
醒
藉
ナ
ル
者
ハ
、
其
詞
婉
ナ
リ
。
性
情
ヲ
極
養
シ
、
気
二
発
、
ン
、
言

二
形
ハ
ル
、
此
レ
詩
ノ
本
源
也
。
（
呉
寛
）
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風
雅
ノ
意
ヲ
知
ラ
ズ
ソ
ハ
、
以
テ
詩
ヲ
作
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
詩
ハ
誠
諌
ヲ
尚
フ
。
唯
之
ヲ
言
フ
者
ハ
罪
無
ク
、
之
ヲ
聞
ク
者
は
以
テ
戒
ム
ル
ニ

足
レ
ル
ハ
、
補
有
リ
。
若
、
ソ
諌
テ
毀
謗
二
渉
リ
テ
ハ
、
聞
者
ノ
之
ヲ
怒
ラ
ハ
、
何
ノ
補
力
之
レ
有
ソ
。
（
楊
中
立
）

詩
ハ
実
ヲ
貴
フ
。
実
ナ
ル
ト
キ
ハ
則
事
二
随
テ
意
ヲ
命
、
ソ
、
景
二
遇
テ
情
ヲ
得
ル
コ
ト
、
神
ヲ
伝
へ
真
ヲ
写
、
ソ
テ
、
各
其
ノ
態
ヲ
尽
、
ソ
テ
自

ラ
重
複
踏
襲
ノ
息
有
ル
ニ
至
ラ
ザ
ル
ガ
如
、
ソ
。
（
苑
徳
機
）

「
思
無
邪
」
と
い
う
包
括
的
な
詩
の
徳
に
応
じ
て
、
こ
こ
で
も
種
々
の
観
点
か
ら
の
詩
論
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
心
の
自
然
に
落
ち
つ

く
所
と
し
て
（
劉
萬
錫
）
、
人
の
性
情
が
現
れ
る
も
の
と
し
て
（
呉
寛
）
、
議
諌
の
表
現
と
し
て
（
楊
中
立
。
『
詩
経
』
「
関
雖
」
序
に
よ
る
）
。
虚

構
に
対
す
る
写
実
と
し
て
（
サ
氾
徳
機
）
。
そ
れ
に
付
随
し
て
そ
の
宗
と
す
る
と
こ
ろ
を
と
り
出
せ
ば
、
詩
は
和
平
に
し
て
温
柔
敦
厚
を
よ
し
と
す

る
（
劉
馬
錫
）
、
性
情
を
涵
養
す
べ
し
（
呉
寛
）
、
謁
諌
を
謁
諌
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
詩
人
は
風
雅
の
意
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
楊
中
立
）
、

重
複
踏
襲
の
患
を
避
け
る
た
め
に
写
実
に
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
苑
徳
機
）
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
り
、
浄
懇
の
こ
こ
で
の
抜
粋
が
、
統

一
的
な
詩
論
を
呈
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
人
で
も
詩
論
家
で
も
な
く
（
時
に
詩
は
作
っ
た
が
）
、
儒
仏
神
そ
れ

ぞ
れ
の
思
想
の
体
系
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
浄
惹
は
、
自
己
を
伸
び
や
か
に
啓
発
し
て
く
れ
る
詩
・
詩
論
な
ら
、
自
由
に
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
「
幼
按
ス
ル
ニ
、
夫
レ
詩
ハ
思
無
邪
ヲ
以
賦
、
ソ
、
又
思
無
邪
ヲ
以
テ
観
ト
キ
ハ
、
則
其
ノ
賦
ス
ル
者
ハ
、
以
テ
他
ノ
誡
卜
為

ス
ベ
ク
シ
テ
、
其
ノ
観
ル
者
ハ
、
以
テ
自
ラ
ノ
師
卜
為
ル
ニ
足
レ
リ
。
是
レ
一
言
之
ヲ
蔽
フ
所
以
也
」
（
巻
三
十
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
自

己
と
は
「
思
無
邪
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
思
無
邪
」
が
浄
惹
の
こ
の
是
々
非
々
主
義
と
で
も
い
う
べ
き
態
度
の
根
幹
に
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る。
こ
こ
で
試
み
に
、
浄
慧
が
『
儒
釈
雑
記
』
巻
三
十
で
名
を
あ
げ
て
い
る
詩
集
・
詩
論
を
列
挙
し
て
み
る
。
金
鍼
全
集
（
白
楽
天
）
、
木
天
禁
語

（
サ
氾
徳
機
）
、
詩
法
規
矩
（
厳
愴
浪
）
、
詩
法
源
流
（
楊
仲
弘
）
、
詩
法
清
規
（
黄
子
癖
）
、
詩
法
清
流
（
鐘
秀
山
）
、
正
法
眼
蔵
（
宗
朝
岳
）
、
詩
家
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正
語
（
伝
輿
破
）
、
詩
法
正
宗
（
楊
曼
碩
）
、
詩
法
正
式
（
梁
橋
月
）
、
古
今
詩
話
（
渇
明
節
）
、
沙
中
金
集
（
薬
有
大
）
、
詩
家
浅
説
（
方
密
之
）
、

詩
体
（
徐
伯
魯
）
、
禅
儒
詩
議
（
僧
慾
山
）
、
議
詩
正
肱
（
僧
石
屋
）
、
明
詩
精
選
（
王
元
駆
）
、
古
今
詩
選
（
楊
升
庵
）
、
古
今
詩
藻
（
唐
伯
虎
）
、

古
今
詩
粋
（
徐
文
長
）
、
李
杜
詩
選
（
陳
明
瑯
ー
ー
「
瑯
」
は
「
郷
」
か
、
と
い
う
頭
注
あ
り
）
、
唐
詩
彙
選
（
熊
伯
甘
）
、
歴
朝
詩
選
（
曹
能
始
）
、

唐
詩
評
選
（
李
千
鱗
）
、
古
今
詩
帰
（
鐘
諏
選
）
、
古
今
詩
紗
（
陳
眉
公
）
、
紅
焦
詩
集
（
都
流
綺
）
。

浄
慧
が
直
接
こ
れ
ら
の
書
物
を
見
た
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
書
物
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
列
挙

の
あ
と
の
割
注
で
「
漁
隠
叢
話
、
詩
人
玉
屑
、
永
川
詩
式
等
ノ
詩
話
ハ
、
則
人
ノ
遍
ク
見
ル
所
、
多
ク
録
ス
ル
コ
ト
ヲ
労
セ
ズ
」
と
言
い
、
『
儒

釈
雑
記
』
前
半
で
、
こ
れ
ら
の
詩
書
以
外
の
も
の
も
多
く
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
浄
慧
は
見
る
こ
と
の
で
き
る
詩
書
は
す
べ
て
見
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
そ
う
い
う
探
索
に
と
も
な
う
詩
観
で
あ
る
か
ら
、
幅
広
く
、
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
に
な
る
の
も
当
然
な
の
で

あ
る
。
一
方
で
、
浄
慧
は
禅
僧
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
詩
観
に
、
禅
の
考
え
が
入
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
も
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ

た
り
の
こ
と
を
浄
慧
は
ど
う
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
巻
二
、
さ
き
に
引
用
し
た
石
壁
経
に
つ
い
て
の
言
、
「
此
レ
等
モ
亦
文
字
語
言
二
非
ス

ヤ
」
に
続
く
箇
所
を
要
約
し
て
み
る
。

円
悟
禅
師
は
、
法
演
道
者
の
侍
者
で
あ
っ
た
時
、
法
涸
が
「
小
艶
ノ
詩
」
を
誦
す
る
の
を
聞
い
て
忽
然
と
し
て
大
悟
し
た
。
円
悟
の
弟
子
大
惹

宋
呆
は
、
雲
門
が
「
薫
風
自
南
来
、
殿
閣
生
微
涼
」
と
言
う
の
を
聞
い
て
裕
然
と
し
て
大
悟
し
た
。
こ
う
い
う
例
は
よ
く
あ
る
こ
と
。
処
黙
の
詩

句
「
到
}
巴
呉
地
尽
、
隔
[
ご
岸
ヲ
越
山
多
こ
は
本
朝
の
東
明
懇
日
に
と
ら
れ
ヽ
斉
己
の
詩
句

H
即
村
深
雪
ノ
裏
ヽ
昨
夜
こ
認
囲
」
、
は
永
平
に
挙

せ
ら
れ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
語
は
、
大
凡
、
男
女
の
情
態
よ
り
出
、
ま
た
一
時
の
景
境
よ
り
起
る
の
で
あ
っ
て
、
始
め
か
ら
、
漆
桶
を
打
破
し
、

膠
絃
を
戟
断
す
る
功
用
を
予
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
時
節
因
縁
が
到
来
す
れ
ば
、
不
可
避
的
に
そ
う
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
詩
句
も

「
従
来
嫌
フ
底
ノ
無
キ
」
も
の
で
あ
る
。
孔
子
が
鄭
衛
の
詩
を
残
し
、
文
選
に
「
高
唐
ノ
賦
」
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
微
意
が
な
い
わ
け
で
は
な

工

ソ

レ

ソ

メ

ウ

ッ
プ

か
ろ
う
（
浄
懇
は
「
閑
情
ノ
賦
」
も
含
め
て
何
ら
の
諷
諌
を
想
定
し
て
い
る
）
。
か
つ
て
五
柳
先
生
陶
渕
明
は
、
「
巧
ミ
ニ
婉
嬰
ヲ
描
、
ソ
、
曲
サ

ヘ

キ

カ

22

二
愛
慕
ヲ
写
」
し
た
「
閑
情
ノ
賦
」
を
作
っ
た
。
梁
の
昭
明
太
子
は
、
色
を
愛
し
情
を
蕩
か
す
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
「
白
壁
ノ
微
瑕
」
と
言
っ

た
。
太
子
の
言
は
不
可
と
は
い
え
な
い
が
、
蘇
東
披
は
、
太
子
は
ま
だ
渕
明
の
意
を
理
会
し
て
い
な
い
と
言
っ
た
。
太
子
の
考
え
も
蘇
東
披
の
考
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え
も
と
も
に
納
得
す
る
な
ら
ば
、
本
当
の
理
解
に
近
い
だ
ろ
う
。
境
に
対
し
、
景
に
触
れ
、
偶
然
と
し
て
成
る
者
も
、
一
た
び
大
匠
の
手
を
経
れ

ば
、
転
じ
て
活
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
此
レ
所
謂
ル
法
本
卜
定
法
無
二
由
ル
ニ
非
ヤ
。
於
戯
、
詩
ノ
外
二
禅
無
ク
、
禅
ノ
外
二
詩
無
シ
、
是

ニ
於
テ
始
テ
知
ヌ
、
渕
明
力
詩
二
達
磨
ノ
骨
髄
有
リ
、
后
山
力
詩
二
洞
家
ノ
玄
妙
有
リ
ト
言
力
如
キ
、
寧
口
過
称
二
非
ル
カ
」
。
し
か
し
、
文
字

語
言
な
く
し
て
直
下
に
心
に
契
う
者
は
最
上
流
で
あ
る
。
私
は
、
「
柳
緑
花
紅
、
鶯
暗
燕
語
、
聞
声
悟
道
、
見
色
明
心
」
が
日
用
の
主
宰
と
な
り

得
な
い
こ
と
を
思
う
。

浄
慧
は
ま
ず
、
漆
桶
を
打
破
し
、
膠
絃
を
餓
断
す
る
意
図
な
ど
な
い
詩
句
が
、
時
節
因
縁
に
依
っ
て
は
そ
う
い
う
功
用
を
に
な
う
事
態
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
詩
句
は
元
来
嫌
う
べ
き
も
の
な
の
で
は
な
い
、
と
言
い
（
「
文
章
訓
話
本
卜
無
心
」
「
文
字
ノ
自
性
本
卜
離
シ
テ
定
レ
ル
位
無
」
と
同

じ
言
い
方
）
、
こ
の
事
態
は
仏
法
に
も
と
も
と
定
法
な
ど
は
な
い
こ
と
に
依
る
の
だ
と
言
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
詩
ノ
外
二
禅
無
ク
、
禅
ノ
外

二
詩
無
シ
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
過
称
で
は
な
い
か
と
問
い
、
詩
の
外
に
禅
あ
り
と
い
う
事
例
を
認
め
つ
つ
、
し
か
し
そ
う
い
う

事
例
は
最
上
流
の
者
に
限
ら
れ
る
と
結
論
す
る
。
浄
惹
は
お
そ
ら
く
詩
と
禅
を
一
体
の
も
の
と
主
張
す
る
気
は
な
く
、
た
だ
詩
は
禅
の
契
機
と
な

り
得
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
巻
六
十
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

夫
、
詩
ヲ
論
コ
ト
ハ
、
禅
ヲ
論
力
如
。
漢
魏
晋
卜
盛
唐
之
詩
ハ
、
則
禅
家
最
上
乗
、
正
法
眼
第
一
義
也
。
大
抵
禅
道
ハ
唯
妙
悟
二
在
。
詩
道

モ
亦
妙
悟
に
在
。
盛
唐
ノ
諸
公
ハ
、
透
徹
ノ
悟
也
。

こ
れ
は
も
と
厳
羽
（
愴
浪
）
の
言
。
『
文
体
明
弁
』
に
も
あ
る
が
、
浄
惹
は
お
そ
ら
く
『
唐
詩
品
彙
』
か
ら
と
り
、
自
分
流
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
詩
の
妙
と
禅
の
妙
を
比
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
詩
の
外
に
禅
な
く
、
禅
の
外
に
詩
な
し
、
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
こ
の
あ
た
り
が
浄

惹
の
納
得
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

浄
慧
は
、
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
と
い
う
禅
世
界
か
ら
文
章
詩
歌
を
み
て
い
る
。
そ
し
て
文
章
詩
歌
の
役
割
と
意
味
を
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
語
言
を
前
提
に
す
る
儒
学
・
文
学
と
は
ま
た
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
で
あ
る
。
浄
慧
は
「
文
章
詩
歌
、
変
体
反
出
、
虚
実
多
端
ナ
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リ
。
胡
ソ
予
メ
其
ノ
得
失
ヲ
定
ソ
」
と
言
っ
た
（
巻
一
）
。
ま
た
、
「
此
レ
所
謂
ル
法
本
卜
定
法
無
二
由
ル
ニ
非
ヤ
」
と
言
っ
た
（
巻
二
）
。
い
ま

こ
れ
を
〈
文
章
詩
歌
も
と
無
心
＞
〈
仏
法
も
と
無
心
〉
と
言
い
直
し
て
み
る
。
文
章
詩
歌
と
仏
法
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
図
式
が
成
り

立
た
な
い
だ
ろ
う
か
0

'

①
〈
文
章
詩
歌
も
と
無
心
〉
↓
〈
妙
は
唯
仏
法
に
存
す
〉

〈
仏
法
も
と
無
心
〉
↓
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉

②
〈
仏
法
も
と
無
心
〉
↓
〈
妙
は
唯
文
章
詩
歌
に
存
す
〉

〈
文
章
詩
歌
も
と
無
心
〉
↓
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉

①
は
仏
法
に
お
い
て
文
章
詩
歌
を
み
た
時
の
図
式
、

(
2
)
は
文
章
詩
歌
に
お
い
て
仏
法
を
み
た
時
の
図
式
で
あ
り
、
①
と
②
の
対
比
は
、
文

章
詩
歌
と
仏
法
を
並
立
さ
せ
た
図
式
で
あ
る
。
〈
文
章
詩
歌
も
と
無
心
〉
か
ら
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
が
導
か
れ
る
過
程
に
〈
妙
は
唯
仏
法

に
存
す
〉
〈
仏
法
も
と
無
心
〉
の
項
が
、
ま
た
〈
仏
法
も
と
無
心
〉
か
ら
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
が
導
か
れ
る
過
程
に
〈
妙
は
唯
文
章
詩
歌

に
存
す
〉
〈
文
章
詩
歌
も
と
無
心
〉
の
項
が
、
そ
れ
ぞ
れ
想
定
さ
れ
る
。
文
章
詩
歌
の
場
と
仏
法
の
場
を
並
立
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
他

を
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
慧
は
更
地
に
文
章
詩
歌
の
妙
を
見
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
若
年
の
頃
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
で
傾
倒

し
た
詩
文
の
世
界
を
、
い
ま
、
こ
と
さ
ら
詩
文
を
必
要
と
し
な
い
世
界
に
身
を
お
い
て
相
対
化
し
た
時
、
詩
文
の
世
界
は
か
え
っ
て
新
鮮
に
、
か

つ
広
い
裾
野
を
も
っ
て
み
え
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

文
章
詩
歌
に
関
し
て
老
練
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
浄
惹
は
、
す
で
に
文
章
詩
歌
に
単
純
な
勧
善
懲
悪
の
役
割
を
お
わ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
文

章
詩
歌
は
人
間
の
自
然
な
営
み
と
し
て
、
す
べ
て
の
覇
絆
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
る
。
だ
が
仏
者
浄
慧
の
生
命
は
勧
善
懲
悪
で
あ
る
。
啓
蒙
教
化

が
浄
慧
の
つ
と
め
で
あ
る
。
こ
の
微
妙
な
混
沿
が
浄
惹
の
文
章
詩
歌
観
に
は
あ
る
。
た
だ
こ
の
混
惰
は
未
分
化
を
意
味
し
な
い
。
独
立
し
て
い
る

も
の
を
あ
え
て
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
時
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
混
消
が
婦
す
る
と
こ
ろ
に
「
思
無
邪
」
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
れ
た

文
章
詩
歌
は
「
思
無
邪
」
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
思
無
邪
」
は
仏
法
の
価
値
で
も
あ
る
。
文
章
詩
歌
と
仏
法
の
両
者
に
「
思
無
邪
」
の
価

値
を
見
出
し
た
浄
惹
は
、
「
思
無
邪
」
が
現
実
に
実
現
す
る
場
と
し
て
〈
そ
の
人
〉
を
見
出
し
た
。
文
章
詩
歌
の
妙
も
仏
法
の
妙
も
、
発
現
す
る
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〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
と
い
う
含
み
を
も
つ
表
現
を
、
仏
者
浄
惹
の
啓
蒙
教
化
の
書
で
あ
る
『
地
蔵
菩
薩
利
生
記
』
か
ら
拾
っ
て
お
こ
う
。

巻
三
の
二
、
元
享
釈
書
か
ら
円
能
が
仮
死
状
態
の
う
ち
に
極
楽
地
獄
巡
り
を
す
る
説
話
を
再
録
し
、
円
能
が
極
楽
浄
土
の
地
が
瑠
璃
で
あ
る
と

教
え
ら
れ
た
点
を
問
題
に
す
る
。
極
楽
浄
土
の
地
は
、
観
無
量
寿
経
で
は
瑠
璃
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
阿
弥
陀
経
で
は
黄
金
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
浄
慧
は
先
人
の
説
を
と
り
こ
み
な
が
ら
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
極
楽
浄
土
の
地
は
瑠
璃
だ
が
、
地
面
の
荘
厳
は
黄
金
で
あ
る
と
い
う

説
が
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
観
経
は
極
楽
浄
土
を
地
の
惣
体
に
よ
っ
て
説
き
、
阿
弥
陀
経
は
地
面
の
か
ざ
り
に
よ
っ
て
説
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
大
無
量
寿
経
の
、
浄
土
は
無
量
の
雑
宝
・
百
千
種
の
香
の
合
成
と
い
う
説
に
従
え
ば
、
瑠
璃
と
黄
金
は
七
宝
・
雑
宝
の
一
分
で
あ
る
か
ら
、

大
経
は
総
相
を
あ
げ
、
観
経
・
阿
弥
陀
経
は
一
相
に
よ
り
説
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
観
経
が
瑠
璃
を
あ
げ
る
に
二
義
が
あ
る
。
―
つ
は
浄
土

建
立
の
地
体
に
約
し
た
も
の
。
す
な
わ
ち
、
七
宝
が
浄
士
の
内
外
を
か
ざ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
地
面
の
総
体
を
瑠
璃
と
み
た
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
観
念
の
次
第
に
順
じ
た
も
の
。
す
な
わ
ち
、
極
楽
の
地
を
、
ま
ず
水
、
次
に
氷
と
観
じ
、
次
に
瑠
璃
と
観
ず
る
次
第
に
順
じ
た
こ
と
。
こ

の
次
第
の
順
は
、
衆
生
の
感
見
が
根
機
に
よ
っ
て
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
斉
州
の
大
行
禅
師
や
法
然
上
人
は
瑠
璃
と

見
、
宋
の
張
抗
や
明
の
顧
源
は
黄
金
と
見
、
陸
奥
新
田
郡
小
松
寺
の
玄
海
は
七
宝
と
見
（
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
）
、
方
啓
法
師
は
鏡
と
見
た
（
「
浄

土
論
」
）
。
「
あ
に
そ
れ
一
定
の
法
な
ら
ん
や
」
。

や
ぶ
り

巻
五
の
五
。
「
仏
像
を
壊
て
、
修
補
す
る
事
、
大
論
の
中
に
は
、
好
の
為
に
壊
は
、
罪
な
く
し
て
、
福
を
得
と
い
へ
り
。
好
な
し
奉
る
意
楽
な

を

ち

む

ま

て
う
だ
っ

る
は
、
く
る
し
み
な
し
。
さ
れ
ば
調
達
は
、
仏
身
よ
り
血
を
出
し
て
、
阿
鼻
獄
に
落
、
者
婆
は
血
を
出
し
て
、
切
利
天
に
生
る
。
仏
の
身
よ
り
血

を
出
す
事
は
、
同
し
け
れ
ど
も
、
報
を
得
る
こ
と
は
異
な
り
。
善
悪
は
、
心
の
趣
に
依
べ
し
。
作
業
は
定
な
し
」
。
「
作
業
は
定
な
し
」
は
、

「
あ
に
そ
れ
一
定
の
法
な
ら
ん
や
」
と
と
も
に
、
「
法
本
卜
定
法
無
二
由
ル
ニ
非
ヤ
」
に
対
応
し
、
「
心
の
趣
」
は
、
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉

四

仏

法

場
は
〈
そ
の
人
〉
を
措
い
て
な
い
。
一
見
、
思
考
を
中
断
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
〈
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
に
も
、
少
な
く
と
も
以
上
の
よ

う
な
筋
道
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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の
〈
そ
の
人
〉
に
対
応
し
よ
う
。

巻
六
の
五
。
財
宝
を
用
い
る
に
善
悪
が
み
ら
れ
る
が
、
「
こ
れ
普
悪
は
人
に
あ
っ
て
、
財
に
は
あ
ら
ず
」
。

い
、
と
い
う
言
い
方
は
、
文
字
語
言
に
対
す
る
の
と
同
じ
態
度
の
表
明
。

す

な

は

ち

す

が

た

か

る

が

ゆ

へ

け

ご

ん

ぐ

わ

し

い

は

ゆ

る

せ

ん

ぜ

ん

巻
六
の
十
。
「
只
こ
の
一
心
、
即
、
十
界
の
容
を
あ
ら
は
す
。
故
に
花
厳
に
は
、
心
を
画
師
に
た
と
ふ
。
所
謂
画
師
の
、
種
々
の
山
川
草
木
等

つ

く

り

も

と

は

う

じ

よ

か

る

が

ゆ

ヘ

え
が
き

を
画
な
す
が
ご
と
く
、
心
も
ま
た
無
辺
の
色
相
を
造
い
だ
す
。
妙
な
る
哉
、
奇
な
る
哉
。
本
色
相
な
く
方
処
な
し
。
故
に
よ
く
色
相
を
あ
ら
は
し
、

お
う
ゆ
う

方
処
に
わ
た
る
。
変
化
無
量
に
し
て
応
用
か
ぎ
り
な
し
。
あ
に
一
辺
に
局
せ
ん
や
」
。
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
に
敷
術
で
き
よ
う
。
『
儒
釈
雑
記
』
は

画
論
に
も
触
れ
て
い
る
。
巻
十
に
は
、
『
画
品
』
に
、
画
は
應
尺
の
内
に
万
里
の
遥
か
な
る
を
見
、
方
寸
の
中
に
千
尋
の
峻
を
拝
む
と
い
う
が
、

せ

ん

ぜ

ん

え

が

き

詩
も
ま
た
「
須
ク
是
ヲ
以
テ
而
モ
論
ス
ベ
シ
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
こ
に
言
う
「
種
々
の
山
川
草
木
等
を
画
な
す
」

は
詩
人
に
も
あ
て
は
ま
る
。
詩
画
の
技
は
「
心
」
の
作
用
の
見
や
す
い
姿
で
あ
る
。
「
本
色
相
な
く
、
方
処
な
」
い
「
心
」
が
、
そ
れ
ゆ
え
に

「
よ
く
色
相
を
あ
ら
は
し
、
方
処
に
わ
た
る
」
と
は
、
〈
邪
な
き
思
い
〉
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
ゆ
え
に
よ
り
よ
く
〈
思
い
〉
を
現
じ
る
事
情
と
軌

お
う
ゆ
う

を
一
に
し
よ
う
。
「
変
化
無
量
に
し
て
応
用
か
ぎ
り
な
し
。
あ
に
一
辺
に
局
せ
ん
や
」
は
、
断
見
、
常
見
の
誡
め
で
あ
る
。
〈
妙
は
そ
の
人
に
存

す
〉
の
〈
そ
の
人
〉
は
、
〈
無
量
〉
の
〈
心
〉
を
核
心
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
最
大
の
拡
が
り
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
そ

の
拡
が
り
そ
の
も
の
が
、
〈
そ
の
人
〉
の
批
評
の
華
点
と
な
る
。
そ
の
一
例
を
、
井
沢
蝠
竜
に
対
す
る
批
評
に
み
て
お
こ
う
。

『
儒
釈
雑
記
』
は
数
ケ
所
、
蝠
竜
の
『
俗
説
弁
』
に
言
及
し
て
い
る
。
白
楽
天
が
日
本
人
の
智
恵
の
深
浅
を
測
ろ
う
と
し
て
船
を
う
か
べ
、
住

吉
大
明
神
と
詩
歌
を
応
答
し
て
逃
げ
帰
る
話
は
謡
曲
の
『
白
楽
天
』
に
も
と
ら
れ
て
い
る
が
、
浄
慧
は
こ
の
説
話
の
弁
偽
に
、
「
適
口
蝠
竜
子
長

秀
俗
説
弁
ヲ
作
ル
。
亦
之
ヲ
弁
ス
ル
コ
ト
是
ノ
如
シ
」
と
、
『
俗
説
弁
』
を
利
用
し
て
い
る
（
巻
六
）
。
ま
た
、
日
本
の
蓬
莱
は
ど
こ
か
と
い
う

件
に
関
し
て
も
、
『
俗
説
弁
』
の
説
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
て
い
る
（
巻
十
五
）
。
桓
武
天
皇
や
天
智
天
皇
が
士
峯
で
崩
じ
た
と
い
う
俗
説
に
関
し

て
も
、
土
師
玄
同
の
『
士
峯
録
』
（
寛
永
元
年
自
序
、
延
宝
六
年
菅
原
由
益
跛
）
と
、
『
士
峯
録
』
が
載
せ
る
『
詞
林
採
華
』
中
の
「
富
士
ノ
縁

起
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
「
幼
按
ス
ル
ニ
、
土
師
氏
ノ
言
、
微
、
ソ
ク
理
路
ヲ
通
ス
ル
ニ
似
タ
リ
ト
雖
ト
モ
、
蝠
竜
子
力
弁
ヨ
リ
シ
テ
之
ヲ
言
ト
キ
ハ
、

則
亦
是
レ
無
稽
ノ
論
也
。
何
ソ
ト
ナ
レ
ハ
、
．
彼
ノ
弁
二
云
ク
」
と
言
っ
て
、
『
俗
説
弁
』
が
記
す
歴
史
的
事
実
の
方
が
実
情
に
あ
っ
て
い
る
と
述

〈
財
も
と
無
心
〉
、
財
に
咎
は
な
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べ
て
俗
説
を
否
定
し
て
い
る
（
巻
十
五
）
。
浄
惹
は
知
見
を
動
員
し
て
合
理
と
非
理
を
弁
別
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
浄
慧
に
と
っ

て
蝠
竜
は
合
理
の
人
で
あ
っ
た
。

し
か
し
浄
慧
は
蝠
竜
に
不
満
も
も
っ
て
い
た
。
『
儒
釈
雑
記
』
巻
十
四
に
山
王
鎖
座
の
俗
説
を
め
ぐ
る
記
事
が
あ
る
。
俗
説
と
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
釈
尊
が
志
賀
の
浦
に
来
て
法
を
弘
め
よ
う
と
す
る
。
漁
翁
が
、
我
は
こ
の
地
の
主
で
あ
る
、
今
に
至
る
ま
で
湖
水
七
た
び
変
じ
て

葦
原
と
な
る
を
み
る
、
と
言
っ
て
拒
否
す
る
。
薬
師
如
来
が
来
て
、
我
は
漁
翁
よ
り
以
前
か
ら
こ
の
地
の
主
で
あ
る
と
い
っ
て
土
地
を
釈
尊
に
献

ず
。
の
ち
釈
尊
は
伝
教
大
師
、
薬
師
は
山
王
、
漁
翁
は
白
鑽
明
神
に
な
っ
た
。
『
太
平
記
』
巻
十
八
「
比
叡
山
開
闘
事
」
や
『
曽
我
物
語
』
巻
六

「
比
叡
山
の
は
じ
ま
り
の
事
」
、
謡
曲
『
白
髭
』
な
ど
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
説
話
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
浄
懇
は
次
の
よ
う
に
言

う
。
「
林
羅
山
山
王
論
ヲ
作
リ
、
国
史
旧
記
ヲ
引
テ
云
ク
、
日
吉
ノ
神
ハ
素
釜
烏
神
ノ
孫
、
大
歳
神
ノ
子
大
山
咋
ノ
神
是
也
卜
、
云
々
。
邁
口
又

蝠
竜
子
卜
云
者
、
俗
説
弁
ヲ
撰
ス
。
乃
羅
山
論
ヲ
潤
色
シ
テ
、
以
テ
同
シ
ク
山
王
卜
名
ル
コ
ト
ヲ
難
ス
レ
ト
モ
、
伝
教
大
師
ノ
所
立
ハ
、
則
一
ハ

ズ

ザ

ソ

ビ

ヤ

ク

両
部
習
合
二
依
リ
、
一
ハ
当
時
ノ
神
托
二
依
ル
。
其
ノ
証
布
テ
方
策
二
在
リ
。
登
二
杜
撰
ナ
ラ
ソ
ヤ
。
然
ル
ニ
或
ハ
唯
一
ヲ
以
テ
難
、
ソ
、
又
ハ
僻

フ

デ

サ

シ

解
ヲ
以
テ
駁
ス
。
何
ソ
是
レ
公
論
ナ
ラ
ソ
。
余
具
サ
ニ
之
ヲ
言
ソ
コ
ト
ヲ
欲
セ
ズ
。
故
二
分
直
ヲ
閣
ヲ
ク
ノ
ミ
」
。
浄
惹
は
も
ち
ろ
ん
両
部
習
合

を
既
定
の
事
柄
と
し
て
受
容
し
て
い
た
か
ら
、
『
仏
神
感
応
録
』
巻
四
の
二
で
は
唯
一
神
道
を
批
判
し
、
同
じ
く
巻
三
の
四
で
は
、
唯
一
神
道
は

私
を
も
っ
て
み
だ
り
に
天
下
の
公
を
害
な
う
論
だ
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
ま
た
浄
慧
は
、
神
托
や
思
い
寝
の
夢
に
は
深
い
因
縁
が
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
『
儒
釈
雑
記
』
巻
十
四
は
さ
ら
に
続
く
。
「
神
祇
正
宗
二
所
謂
ル
近
州
白
鑽
明
神
ハ
是
レ
猿
田
彦
ノ
命
ヲ
祠
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
是
レ
モ
亦
、

羅
山
其
ノ
湖
水
七
タ
ヒ
枯
レ
テ
桑
原
卜
成
ル
ヲ
見
ル
ト
云
ノ
事
ヲ
難
、
ソ
、
蝠
竜
子
又
東
光
瑠
璃
光
世
界
ノ
教
主
、
薬
師
如
来
来
現
ノ
事
ヲ
難
ス
」
。

山
王
や
白
鑽
明
神
鎮
座
に
関
す
る
「
山
王
論
」
（
『
羅
山
文
集
』
巻
二
十
五
）
や
『
俗
説
弁
』
の
、
一
見
合
理
的
に
み
え
る
説
を
浄
慧
は
迷
惑
が

る
。
な
ぜ
か
。
巻
十
四
は
、
「
是
ノ
如
ク
ニ
難
、
ソ
将
チ
去
ラ
ハ
、
則
仏
過
去
久
遠
因
縁
ノ
事
ヲ
説
ク
モ
、
亦
地
ヲ
掃
ハ
ソ
。
嵯
乎
、
今
日
昨
日
由

リ
シ
テ
来
リ
、
来
日
又
今
日
ヨ
リ
シ
テ
有
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ト
キ
ハ
、
則
笑
過
去
未
来
有
コ
ト
ヲ
疑
ハ
ソ
。
是
レ
ヨ
リ
シ
テ
順
逆
二
推
歩
シ
去
ラ
ハ
、

ソ
レ
ソ
レ

則
過
未
千
万
世
ノ
前
後
二
至
テ
モ
、
亦
以
テ
黙
識
シ
テ
某
ノ
事
有
コ
ト
ヲ
疑
ハ
ズ
」
と
続
く
。
昨
日
の
因
縁
に
よ
り
今
日
が
あ
り
、
今
日
の
因
縁

に
よ
り
明
日
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
押
し
及
ぼ
せ
ば
、
千
万
世
の
過
去
未
来
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
何
々
の
出
来
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
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で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
凡
夫
の
狭
智
を
も
っ
て
は
測
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
可
思
議
の
境
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
惹
は
言
っ

て
い
る
。
超
理
と
で
も
言
う
べ
き
諸
現
象
を
浄
惹
は
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
る
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が
仏
者
浄
慧
の
本
領
で
あ
り
、
浄
慧
の
豊
か
な
情

操
が
発
揮
さ
れ
る
領
域
な
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
範
囲
を
こ
え
る
。
た
だ
一
言
し
て
お
け
ば
、
超
理
の
現
象
の
受
容
と
解
釈
を
通
し
て
浄
慧
が
示

し
た
の
は
、
仏
者
で
あ
る
自
己
の
世
界
観
で
あ
り
、
け
っ
し
て
こ
と
さ
ら
な
神
秘
へ
の
嗜
好
で
は
な
か
っ
た
。

浄
慧
に
と
っ
て
、
羅
山
や
蝠
竜
の
合
理
は
事
柄
の
部
分
だ
け
を
説
明
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

竜
を
批
評
す
る
。

『
儒
釈
雑
記
』
は
さ
ら
に
蝠

乗
燭
或
問
珍
六
巻
ハ
宝
永
年
中
児
島
氏
不
求
子
武
江
寓
舎
二
撰
ス
。
雷
風
月
虹
等
天
地
之
事
物
ヲ
弁
ス
。
然
レ
ト
モ
未
夕
仏
神
之
神
妙
二
通

セ
ズ
。
故
二
其
駁
付
ス
ル
所
或
ハ
理
二
当
ラ
ズ
。
俗
説
弁
之
類
卜
同
日
ノ
談
也
。
其
博
識
強
弁
ナ
ル
ヤ
、
取
ル
所
多
シ
ト
雖
ト
モ
、
為
メ
ニ

憔
ザ
ル
所
亦
少
カ
ラ
ズ
（
巻
五
十
一
）

按
ス
ル
ニ
肥
後
州
隈
本
ノ
住
井
沢
蝠
竜
子
長
秀
力
広
益
俗
説
弁
廿
一
巻
、
謂
ツ
ベ
シ
、
博
覧
明
弁
ナ
リ
ト
。
然
レ
ト
モ
仏
法
ヲ
言
フ
ニ
至
テ

ハ
則
臆
説
私
議
多
、
冷
殊
二
況
ヤ
断
見
常
見
、
巻
ヲ
捨
テ
嘆
息
ス
ル
者
有
リ
。
惜
哉
。
或
云
、
詩
二
別
オ
有
、
基
二
別
智
有
卜
。
抑
釈
儒
二

モ
亦
別
縁
有
乎
（
巻
四
十
一
）

こ
こ
に
、
合
理
的
な
弁
偽
弁
惑
に
対
す
る
浄
惹
の
基
本
的
な
反
応
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
弁
偽
・
弁
惑
が
依
り
所
と
す
る
合
理
は
、
合
理

の
み
の
合
理
で
あ
っ
た
。
世
界
は
も
っ
と
広
い
、
そ
う
浄
慧
は
言
い
た
い
の
だ
。
浄
惹
に
と
っ
て
、
合
理
の
み
の
合
理
は
、
人
の
柔
軟
で
幅
広
く
、

変
化
に
富
ん
だ
感
受
の
世
界
（
そ
れ
は
文
章
詩
歌
の
世
界
で
も
あ
っ
た
）
を
損
な
う
も
の
に
さ
え
み
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
断
見
常
見
、
巻
ヲ

捨
テ
嘆
息
ス
ル
」
程
だ
と
い
う
口
吻
に
は
、
さ
き
に
引
い
た
よ
う
に
「
（
心
を
）
あ
に
一
辺
に
局
せ
ん
や
」
と
言
っ
た
浄
惹
の
姿
が
房
儲
す
る
。

合
理
は
事
柄
の
始
ま
り
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
蝠
竜
ら
は
そ
れ
で
事
柄
が
終
わ
っ
た
よ
う
な
態
度
を
と
る
。
浄
懇
は
そ
う
言
い
た
い
よ
う
に
み
え
る
。
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ー

そ
し
て
さ
ら
に
、
匙
を
投
げ
た
よ
う
に
浄
惹
は
言
う
、
詩
に
別
オ
あ
り
、
碁
に
別
智
あ
り
、
し
か
ら
ば
釈
儒
に
も
ま
た
別
縁
あ
る
か
、
と
。
こ
の

言
い
方
は
、
陳
去
非
が
、
覚
心
（
宋
僧
）
の
詩
を
み
て
一
点
の
僧
気
な
し
、
と
ほ
め
た
話
（
明
僧
蓮
儒
『
画
禅
』
）
を
承
け
て
「
幼
按
ス
ル
ニ
、

僧
家
二
偽
頌
ヲ
作
ル
。
一
点
ノ
俗
気
無
ヲ
以
要
卜
為
。
陳
去
非
覚
心
力
詩
ヲ
評
ス
ル
、
僧
気
無
ヲ
以
之
ヲ
褒
称
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。
知
ヌ
、
僧
二
非

ス
俗
二
非
ス
、
別
二
詩
家
ノ
風
有
コ
ト
ヲ
」
（
巻
四
十
三
）
と
い
う
言
い
方
と
は
ニ
ュ
ア
ソ
ス
が
異
な
る
。
浄
慧
は
、
つ
い
に
蝠
竜
も
無
縁
の
衆

生
か
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
教
の
共
存
を
志
向
し
て
努
力
す
る
浄
慧
に
と
っ
て
、
絶
望
し
嘆
息
す
る
に
十
分
な
事
態
で
あ
っ
た
。
俗
説

を
偽
説
に
す
る
も
真
説
に
す
る
も
そ
の
人
に
依
る
と
考
え
た
浄
慧
は
、
井
沢
蝠
竜
そ
の
人
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
っ
た
。
釈
儒
に
も
ま
た
別
縁

あ
る
か
、
と
い
う
嘆
息
は
、
そ
う
い
う
所
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
事
も
と
無
心
、
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
〉
と
い
う
浄
慧
の
思
考
法
は
、
特
に
浄
慧
に
独
創
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
浄
惹
は
そ
れ

を
可
能
な
限
り
広
い
事
象
に
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
が
「
妙
」
な
の
か
、
何
ゆ
え
に
「
妙
」
な
の
か
を
考
え
続
け
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

妙
憧
浄
慧
の
思
考
法
は
、
そ
れ
自
体
―
つ
の
批
評
の
基
準
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
浄
惹
は
そ
の
批
評
の
基
準
に
よ
っ
て
、
蝠
竜
の

合
理
的
な
弁
偽
の
妙
を
受
け
入
れ
る
一
方
で
、
仏
法
の
妙
は
井
沢
蝠
竜
に
は
存
せ
ず
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

「
妙
権
浄
慧
ー
ー
詩
の
わ
か
れ
ー
」
（
「
江
戸
時
代
文
学
誌
」
八
号
、
一
九
九
一
年
）
。

『
儒
釈
雑
記
』
巻
三
十
に
「
学
記
二
云
ク
、
記
問
ノ
学
ハ
、
人
ノ
師
卜
為
ル
（
二
）
足
ズ
ト
。
然
レ
ト
モ
、
楊
子
一
巻
ノ
書
モ
必
ス
之
力

師
ヲ
立
ッ
ト
云
フ
。
即
蓋
シ
子
弟
為
ル
者
、
記
問
ノ
学
卜
雖
ト
モ
、
登
二
尊
ヒ
事
テ
問
知
セ
ザ
ラ
ソ
ヤ
。
是
、
唯
記
問
ノ
ミ
ヲ
務
メ
テ
身
二

行
フ
コ
ト
能
ハ
ズ
シ
テ
、
漫
リ
ニ
抗
顔
シ
テ
人
ノ
師
卜
為
ル
者
ヲ
誡
ム
ル
也
」
と
あ
る
。
文
中
「
是
」
以
下
で
浄
慧
は
『
礼
記
』
「
学
記
」

は
必
ず
し
も
「
記
問
の
学
」
が
不
用
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。

『
儒
釈
雑
記
』
巻
七
で
朱
子
の
説
を
引
い
て
い
る
。
「
李
漠
、
昌
黎
力
文
ヲ
集
ム
ル
序
二
云
ク
、
文
ハ
貫
道
ノ
器
也
卜
云
々
。
朱
子
語
録

注
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5
 

4
 二

云
ク
、
或
人
問
フ
、
韓
文
李
漢
力
序
ノ
頭
ノ
一
句
甚
夕
好
シ
。
先
生
ノ
曰
ク
、
公
ハ
好
シ
ト
道
フ
、
某
シ
看
来
レ
ハ
病
有
。
問
テ
曰
、
文

ハ
貫
道
ノ
器
也
、
且
ツ
六
経
ノ
如
ハ
是
レ
文
、
其
中
二
説
所
ハ
、
是
レ
道
、
是
レ
這
ノ
道
理
、
如
何
ソ
カ
病
有
ル
。
先
生
ノ
日
、
然
ラ
ズ
、

這
ノ
文
ハ
是
レ
道
ノ
中
従
リ
流
出
ス
、
豊
二
反
テ
能
ク
道
ヲ
貫
ク
ノ
理
有
ソ
ヤ
、
文
ハ
是
レ
文
、
道
ハ
是
レ
道
、
文
ハ
只
飯
ヲ
喫
ス
ル
時
飯

ヲ
下
ス
カ
如
キ
ノ
ミ
、
若
シ
文
ヲ
以
道
ヲ
貫
ク
ト
セ
ハ
、
却
テ
是
レ
本
ヲ
把
テ
末
卜
為
シ
、
末
ヲ
以
本
卜
為
、
可
ナ
ラ
ソ
カ
。
又
曰
ク
、
道

ヲ
載
ス
ル
器
ト
イ
ハ
ヽ
、
猶
飯
器
ノ
如
シ
、
食
、
道
チ
無
二
非
ス
、
道
ヲ
知
ル
ハ
則
書
無
ソ
ハ
非
シ
」
。
「
朱
子
語
録
」
は
、
巻
百
三
十
九

「
論
文
上
」
（
た
だ
し
、
「
又
曰
ク
、
道
ヲ
載
ス
ル
器
ト
イ
ハ
、
」
以
下
不
明
）
。
浄
慧
が
朱
子
の
引
用
を
「
朱
子
語
録
」
以
外
の
所
か
ら
行
っ

て
い
る
か
ど
う
か
も
不
明
。
浄
慧
は
貫
道
説
で
も
載
道
説
で
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
儒
釈
雑
記
』
巻
十
九
、
程
明
道
の
行
状
を
記
し
て
い
る
箇
所
の
割
注
で
「
幻
按
ス
ル
ニ
、
実
学
ノ
効
シ
已
二
此
ノ
如
ナ
ル
ニ
至
ル
。
徒

ニ
空
文
ヲ
弄
ス
ル
者
卜
日
ヲ
同
、
ソ
テ
談
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
禅
二
葛
藤
枝
蔓
卜
呵
シ
、
天
台
二
文
字
ノ
法
師
卜
貶
ス
。
固
二
故
有
ル
カ
ナ
。
然
レ

ト
モ
夫
ノ
所
謂
ル
馬
牛
ニ
シ
テ
襟
裾
ス
ル
ト
暗
証
臆
断
ノ
者
ト
ヲ
取
ル
ニ
ハ
非
ス
。
当
サ
ニ
自
ラ
弁
知
ス
ベ
シ
」
と
言
う
。

も

ん

じ

す

な

は

ち

浄
慧
は
『
地
蔵
菩
薩
利
生
記
』
（
貞
享
五
年
刊
）
巻
四
の
四
で
「
（
法
華
経
の
）
―
一
の
文
字
‘
―
一
即
真
の
法
花
な
り
。
な
ん
ぞ
み
だ
り

に
文
字
言
句
な
り
と
い
ふ
の
見
を
生
ぜ
ん
や
。
た
と
へ
ば
―
一
の
花
す
な
は
ち
春
な
る
が
ご
と
し
。
花
す
な
は
ち
春
な
れ
ば
、
又
い
づ
れ
の

ひ
め
も
そ

と
こ
ろ
に
む
か
っ
て
か
、
別
に
春
を
求
め
ん
や
。
い
に
し
へ
に
い
は
ゆ
る
終
日
春
を
た
づ
ぬ
る
に
春
を
見
ず
、
春
は
枝
頭
に
あ
っ
て
す
で
に

け

た

い

し

ば

ら

く

け

十
分
と
。
又
こ
の
こ
A
ろ
也
。
し
か
れ
ど
も
、
三
諦
別
し
て
い
ふ
と
き
は
、
文
字
す
な
は
ち
仮
諦
な
れ
ば
、
且
仮
に
順
ず
る
が
た
め
の
ゆ

す
な
は
ち

と
く

ヘ
に
、
仮
の
文
字
と
説
も
ま
た
ゆ
へ
あ
る
か
。
も
し
惣
じ
て
こ
れ
を
観
ず
る
と
き
は
、
即
仮
、
即
空
、
即
中
な
れ
ば
、
文
字
即
実
相
な
り
」

と
も
言
っ
て
い
る
。
三
諦
と
は
天
台
所
立
の
理
で
、
空
諦
（
諸
法
に
自
性
が
な
い
こ
と
）
、
仮
諦
（
諸
法
に
自
性
が
な
い
た
め
に
、
因
縁
に

よ
っ
て
仮
に
有
の
相
を
呈
す
る
こ
と
）
、
中
諦
（
実
空
で
も
仮
有
で
も
な
い
こ
と
）
の
三
。
浄
惹
は
文
字
を
こ
の
三
諦
の
惣
別
で
論
じ
て
い

る。
『
石
門
文
字
禅
』
ノ
達
観
序
（
明
の
万
暦
二
十
五
年
撰
）
の
冒
頭
か
ら
引
用
箇
所
に
至
る
ま
で
の
部
分
を
、
寛
文
四
年
刊
の
和
刻
本
に
よ

り
読
み
下
し
に
し
て
引
い
て
お
く
。
「
夫
レ
晋
宋
斉
梁
自
リ
道
ヲ
学
プ
者
争
テ
金
屑
ヲ
以
テ
眼
二
磐
ス
。
而
モ
初
祖
東
来
、
ソ
テ
病
二
応
ジ
テ
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剤
ヲ
投
ズ
。
直
二
人
心
ヲ
指
シ
テ
文
字
ヲ
立
セ
ズ
。
後
ノ
虚
ヲ
承
ケ
響
ヲ
接
、
ソ
テ
薬
忌
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
、
遂
ニ
一
切
二
其
ノ
垣
ヲ
峻
シ
テ
文

字
ヲ
禅
ノ
外
二
築
ク
。
是
二
由
テ
彊
ヲ
分
チ
界
ヲ
列
ネ
虚
空
ヲ
剖
判
ス
。
禅
ヲ
学
プ
者
精
義
ヲ
務
メ
ズ
、
文
字
ヲ
学
プ
者
了
心
ヲ
務
メ
ズ
。

夫
レ
義
精
シ
カ
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
心
了
シ
テ
而
モ
光
大
ナ
ラ
ズ
。
義
ヲ
精
シ
テ
心
ヲ
了
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
文
字
終
二
神
二
入
ラ
ズ
。
故
二
宝
覚
無

学
ノ
学
ヲ
以
テ
百
川
二
朝
宗
セ
、
ソ
メ
ソ
ト
欲
ス
。
而
、
ソ
テ
無
尽
歎
ズ
ラ
ク
、
民
公
南
海
ノ
波
斯
風
二
因
テ
岸
二
到
ル
ト
。
標
榜
具
二
存
シ
テ

儀
刑
遠
カ
ラ
ズ
。
鳴
呼
以
テ
思
フ
可
シ
」
。

7

花
房
英
樹
『
元
狽
研
究
』
（
彙
文
堂
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
元
棋
の
記
は
長
慶
四
年
四
月
十
一
日
。

8

子
貢
、
荀
子
、
離
騒
の
述
べ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
言
っ
て
い
る
。

9

『
芝
山
存
一
書
』
巻
一
。

10

宋
の
事
功
派
の
儒
学
者
。

11

『
地
蔵
菩
薩
利
生
記
』
巻
五
の
四
で
は
、
仏
へ
の
施
心
と
施
物
は
と
も
に
如
法
如
心
な
る
こ
と
が
願
わ
し
い
が
、
も
し
二
つ
な
が
ら
全
き

こ
と
が
不
可
能
な
ら
、
我
は
善
心
に
従
わ
ん
の
み
、
と
言
っ
て
い
る
。

12

『
神
僧
伝
』
巻
二
の
「
惹
遠
」
の
項
の
一
節
を
、
万
治
二
年
和
刻
本
に
よ
り
読
み
下
し
文
で
示
し
て
お
く
。
「
年
シ
ニ
十
四
ニ
シ
テ
、
便

就
テ
講
説
ス
。
嘗
テ
客
有
リ
。
講
ヲ
聴
テ
実
相
ノ
義
ヲ
難
ス
。
往
復
時
ヲ
移
ス
。
弥
イ
ヨ
疑
昧
ヲ
増
ス
。
遠
乃
、
ソ
荘
子
ノ
義
ヲ
引
テ
連
類
卜

為
ス
。
惑
二
於
ケ
ル
者
暁
然
タ
リ
。
是
ヨ
リ
後
チ
安
公
特
二
慧
遠
ヲ
聴
ル
シ
テ
俗
書
ヲ
廃
セ
ザ
ラ
シ
ム
」
。
慧
遠
は
道
安
の
弟
子
。

13

『
趙
州
和
尚
語
録
』
上
に
「
正
人
説
邪
法
、
邪
法
亦
随
正
、
邪
人
説
正
法
、
正
法
亦
随
邪
」
と
あ
る
。

14

巻
二
十
九
、
源
氏
物
語
や
栄
花
物
語
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で
、
「
此
レ
等
ノ
書
ヲ
見
ル
者
ハ
、
須
ク
無
邪
思
ヲ
提
ケ
、
知
宗
眼
ヲ
具
ス

ベ
シ
」
と
言
う
。
巻
四
十
二
に
「
蛍
雪
叢
雪
二
云
ク
、
易
二
於
テ
ハ
則
無
過
卜
曰
、
詩
二
於
テ
ハ
則
邪
無
卜
曰
、
是
レ
皆
一
意
」
と
あ
る
。

『
蛍
雪
叢
説
』
は
宋
の
子
森
の
撰
。
「
易
二
於
テ
ハ
則
無
過
」
と
は
、
子
愈
も
浄
慧
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
曰
、

加
我
数
年
、
五
十
以
学
易
、
可
以
無
大
過
突
」
を
受
け
て
い
る
。

15

「
詩
説
」
は
『
古
学
先
生
文
集
』
巻
三
。
『
儒
釈
雑
記
』
が
引
用
し
て
い
る
伊
藤
仁
斎
の
著
述
は
、
他
に
、
巻
九
の
「
送
片
岡
宗
純
還
柳
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川
序
」
、
巻
二
十
一
の
「
刻
魯
斎
心
法
序
」
、
巻
二
十
九
の
「
送
山
口
勝
隆
序
」
「
漠
文
帝
除
肉
刑
論
」
、
巻
三
十
の
「
文
式
序
」
。
い
ず
れ
も

仁
斎
の
初
期
の
著
述
。

16

中
村
幸
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
劉
萬
錫
の
こ
の
詩
論
は
伊
藤
東
涯
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
（
「
文
学
は
「
人
情
を
道
ふ
」
の
説
」
『
中
村
幸
彦

著
述
集
』
第
一
巻
。
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
。
呉
寛
は
明
の
呉
文
定
原
博
。
楊
中
立
は
宋
の
楊
亀
山
。
程
子
学
の
人
。
苑
徳
機
は

元
の
苑
棺
。
苑
徳
機
の
詩
話
『
詩
学
禁
冑
』
『
詩
家
一
指
』
『
木
天
禁
語
』
の
中
に
、
浄
慧
の
引

V
―
節
は
な
い
。
浄
慧
が
ど
こ
か
ら
呉
寛
、

楊
中
立
、
サ
氾
徳
機
の
詩
論
を
引
い
て
い
る
の
か
不
明
。

17

浄
慧
は
「
思
無
邪
」
を
詩
の
効
用
の
面
だ
け
か
ら
で
は
な
く
、
創
作
の
面
か
ら
も
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

18

法
演
の
侍
者
で
あ
る
か
ら
、
園
悟
克
勤
の
こ
と
。

19

『
蘇
東
披
詩
集
』
巻
四
十
九
「
戯
足
↓
1

柳
公
権
塀
句
―
」
。
全
体
は
「
人
皆
苦
1

一
災
熱
＼
我
愛
夏
日
長
、
薫
風
自
／
南
来
、
殿
閣
生
I

I

微
涼
＼

一
為
二
居
所
五
移
、
苦
楽
永
相
忘
、
願
言
均
二
此
施
一
、
清
陰
分
二
四
方
―
」
。

20

処
黙
・
斉
己
の
詩
は
と
も
に
『
唐
詩
品
彙
』
巻
七
十
゜

ち
よ
う
ぽ
う
て
い

21

『
臨
済
録
』
に
「
唯
道
流
、
目
前
現
今
聴
法
底
の
人
の
み
有
っ
て
、
火
に
入
っ
て
焼
け
ず
、
水
に
入
っ
て
溺
れ
ず
、
三
塗
地
獄
に
入
る
も

お

ん

か

ん

が

き

ち

く

し

よ

う

園
観
に
遊
ぶ
が
如
く
、
餓
鬼
畜
生
に
入
っ
て
而
も
報
を
受
け
ず
。
何
に
縁
っ
て
か
此
の
如
く
な
る
。
嫌
う
底
の
法
無
け
れ
ば
な
り
」
「
山
僧

け

ん

じ

よ

や

く

ぎ

ら

て

い

が
見
処
に
約
せ
ば
、
嫌
う
底
の
法
無
し
」
（
と
も
に
「
示
衆
」
よ
り
。
朝
比
奈
宗
源
の
訓
み
下
し
に
よ
る
。
岩
波
文
庫
）
。
浄
慧
は
『
地
蔵
菩

薩
利
生
記
』
の
跛
文
で
後
者
を
引
い
て
い
る
。

22

『
陶
渕
明
集
』
の
照
明
太
子
序
に
よ
れ
ば
「
白
璧
ノ
微
瑕
」
が
正
し
い
。

23

『
続
群
書
類
従
』
巻
五
十
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
神
祇
正
宗
」
に
は
こ
の
記
事
は
な
い
。

24

「
山
王
論
」
は
、
孝
霊
帝
の
時
に
琵
琶
湖
が
出
来
た
と
い
う
の
に
「
七
変
ノ
芦
原
是
レ
何
レ
ノ
時
ゾ
ヤ
」
と
言
っ
て
い
る
。
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